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令和7年第2回 

美唄市議会定例会会議録 

令和7年6月17日(月曜日) 

午前10時00分 開会 

 

◎議事日程 

 第1  会議録署名議員の指名 

 第2  一般質問 

   

◎出席議員（14人） 

  議 長  谷 村 知 重 君 

副議長  楠   徹 也 君 

    1番  永 森 峰 生 君 

    2番  伊 原 潤 司 君 

3番  江 川 いつみ 君 

    4番  海 鉾 則 秀 君 

5番  古 賀 崇 之 君 

    6番  吉 岡 建二郎 君 

7番  本 郷 幸 治 君 

8番  齋 藤 久美夫 君 

9番  山 上 他美夫 君 

   10番  森   明 人 君 

   11番  川 上 美 樹 君 

   13番  松 山 教 宗 君 

 

◎出席説明員 

市     長  桜 井   恒 君 

副  市  長  土 屋 貴 久 君 

 総 務 部 長  村 上 孝 徳 君 

市 民 部 長  児 玉 ゆかり 君 

 保健福祉部長  谷 村 泰 尚 君 

経 済 部 長  佐 藤 剛 司 君 

都市整備部長  荘 司   修 君 

市立美唄病院事務局長  藤 井 俊 禎 君 

消  防  長  後 藤 博 昭 君 

総務部総務課長  平 野 太 一 君 

総務部総務課長補佐  上 村 名津美 君 

  

教  育  長  石 塚 信 彦 君 

教 育 部 長  杉 本 竜 一 君 

  

選挙管理委員会委員長  中 田 礼 治 君 

選挙管理委員会事務局長  堀 澤 宏 史 君 

  

農業委員会会長  畑  雄 二 君 

 農業委員会事務局長  五十嵐 健太郎 君 

  

監 査 委 員  福 地 英 敏 君 

監査事務局長  高 橋 修 也 君 

  

◎事務局職員出席者 

 事 務 局 長   門 田 昌 之 君 

 次     長   新   宗 晃 君 

 

午前10時00分 開会 

●議長谷村知重君 これより、本日の会議を

開きます。 

 

●議長谷村知重君 日程の第1、会議録署名議

員を指名いたします。 

     2番 伊原潤司議員 

     3番 江川いつみ議員 

を指名いたします。 

 

●議長谷村知重君 次に日程の第2、一般質問

に入ります。 

 発言通告により、順次発言を許します。 

 9番山上他美夫議員。 
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●9番山上他美夫君 令和7年度第2回定例会

において、大綱2点、市長に質問いたします。 

 大綱の1点目、中心市街地の活性化について、

お伺いいたします。 

 美唄市の人口は、本年4月末で1万8,211人で

ありますが、2024年度の美唄市人口ビジョン

によれば、10年後の2035年には4,833人少ない

1万3,823人まで人口が減少するとの推計が出

ております。まちなかの賑わいや活力が失わ

れていく美唄市の現状の中で、市は中心街活

性化のために、コアビバイの一部を借り上げ

て、まちなかの賑わいづくりに努力されてい

るところでありますが、美唄市では昨年の9

月に、市民参加による魅力ある中心市街地の

再生と賑わいの創出を図ることを目的として、

美唄市中心市街地活性化協議会を設置されま

したが、中心市街地の活性化と賑わいの創出

は、美唄市の最重要課題であり、本協議会の

今後の協議に大いに期待するところもありま

す。国土交通省では、中心街の賑わい創出の

ために、中心市街地における都市機能の増進

及び経済活力の向上を総合的かつ一体的に推

進するとして、自治体が策定する中心市街地

活性化基本計画の助成制度を設けております

が、道内ではこれまでに、旭川市や函館市、

岩見沢市をはじめ、10市が中心市街地活性化

基本計画の認定を受け、中心市街地の再開発

などを進めており、現在は帯広市が計画期間

内として、魅力ある中心市街地の再生などに

取り組んでいる状況であります。また、近隣

の市におけるここ最近の動向としては、本年4

月に砂川市が国道12号線沿いに「まちなかに

賑わいと居場所を作り、魅力を発信する場所」

として、市民交流施設「すないる」をオープ

ンいたしました。また、滝川市においても「滝

川駅周辺地区再生整備基本構想」を策定し、

ＪＲ滝川駅前の休館しているスマイルビルを

解体いたしまして、「駅前交流施設」を建設し、

中心街の賑わい創出ための再開発を計画して

います。しかしながら、美唄市の中心街の現

状を見てみますと、令和5年度の美唄市の調査

によれば、50店舗ほどの空き店舗があるとの

報告もあり、現状は閑散として甚だ寂しい状

況でありまして、中心市街地の再開発は喫緊

の課題であると考えられるところで、「美唄市

中心市街地活性化協議会」が設置されました

ことは、人口が減少し、過疎化する中心街の

再生に大いに期待するところであります。以

上の点を鑑みまして、中心街の活性化につい

て、以下の2点について市長にお尋ねいたしま

す。 

 一つ目といたしまして、市は本計画の推進

者として、基本となる計画や構想を持ってい

るのか。 

 二つ目といたしまして、この委員会の協議

結果を国の助成制度につなげていく考えはあ

るか、この2点についてご答弁のほどお願いい

たします。 

 大綱2点目といたしまして、フードバンクの

推進についてお伺いいたします。 

 フードバンク又はフードドライブとは、ま

だ食べられるのに、様々な事情から廃棄され

てしまう食品を集めて、福祉団体や施設、生

活困窮者に配布し、食品ロスの削減や貧困問

題の解決に寄与することを目的としたもので

あります。2019年5月に施行されました消費者

庁の食品ロスの削減の推進に関する法律によ

れば、地方公共団体が取り組む基本的施策の
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一つとして、国や地方公共団体、事業者、消

費者等の多様な主体が連携し、フードバンク

の活動が円滑に行われるよう、関係者相互の

連携強化や活動への支援が必要であるとうた

っております。また、厚生労働省の報告によ

れば、国内において一定の基準を下回る所得

しか得られていない人の割合を示す相対的貧

困率について、2018年では15.4％で、約7人に

1人は相対的貧困であり、ひとり親世帯におい

ては、約半数の世帯が相対的貧困の状態であ

るとしております。美唄市の場合、令和5年度

の統計によれば、美唄市の生活保護受給者割

合は2.31％となっておりまして、旭川、札幌、

函館市を除く道内32の市の中では、生活保護

受給者の割合が11番目に高くなっています。

美唄市におけるフードバンクの活動は、現在

のところ消費者協会が窓口となりまして、フ

ードドライブの活動を行っておりますが、生

活困窮者の支援や食品ロスの削減、災害時の

食料備蓄品の有効活用などの観点からフード

バンクの活動をさらに活性化することは大変

に重要であると考えております。美唄市内で

は、昨年から市民有志による子ども食堂の運

営も始まっていますが、子ども食堂の運営に

も是非、市が窓口となり、消費者協会と協力

し、必要なところへ食料の支援を推進してい

ただきたいと思うところであります。 

 以上を考えまして、まず1点目に、生活困窮

者への食料品の提供や食品ロスの削減の観点

から、美唄市と消費者協会が連携して、フー

ドバンクをさらに推進すべきと考えますが、

美唄市の認識についてお伺いいたします。 

 次に2点目といたしまして、美唄市が保有す

る食料備蓄品、災害食料備蓄食品について、

消費期限の迫った食料備蓄品の有効活用策と

して、フードバンクへ提供する考えはあるの

かについてお伺いいたします。 

●市長桜井恒君(登壇) 中心市街地の活性化

についてでありますが、美唄市中心市街地活

性化基本計画の基になる計画や構想につきま

しては、第7期美唄総合計画の「商工業振興」

におきまして、中心市街地の活性化に向けた

方策の検討を進めることを明記しているほか、

令和4年度に実施した一般社団法人インフラ

経営研究所への委託事業におきまして、リー

サス等を用いた本市の現状分析などを行って

きたところであります。市といたしましては、

これらを踏まえ、新たに令和8年度から令和12

年度までの5か年を計画期間とする美唄市中

心市街地活性化基本計画の策定に向けた作業

を進めているところであります。なお、基本

計画の策定に当たっては、令和6年9月に美唄

商工会議所や美唄青年会議所、びばい商店街

振興組合、協同組合コアびばい、一般社団法

人ステイびばい等の関係団体をはじめ、市民

公募などから18人で構成される、美唄市中心

市街地活性化協議会を設置し、これまで6回に

わたり、本市中心市街地の現状や課題など情

報共有を図るとともに、その課題解決に向け

た協議を行ってきたところであります。 

 次に、国の助成制度についてでありますが、

中心市街地活性化基本計画が国において正式

に認定された場合、計画に盛り込まれた事業

を行うことで、国から補助金や交付税措置、

あるいは利子補給など、事業を進める上で、

より有利な財源を確保することができ、新た

な事業の着手や既存事業の推進に効果がある

ものと考えていることから、現在、計画の策
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定に向け、協議を行っているところでありま

す。 

 次に、フードバンク等の推進についてであ

りますが、現在、本市では、美唄消費者協会

が中心となって、フードバンク等の活動を実

施しておりますが、昨今の急激な物価の上昇

等を踏まえ、経済的に困窮している世帯に対

する支援としての期待が高まっているところ

であり、食品ロス削減という観点からも、消

費期限が迫った食品の有効活用は大変意義深

く、市としても支援すべき取組と認識してお

り、フードバンク活動等について、市民や支

援機関への周知、啓発、情報発信を行い、よ

り多くの協力が得られるよう支援してまいり

ます。 

 次に、災害用備蓄食品の有効活用策につい

てでありますが、本市の災害用備蓄食品につ

いては、美唄市防災備蓄計画に基づき、毎年、

アルファ化米やクラッカーなど4種類、計

1,000食分を備蓄しており、全てが消費期限5

年になっております。備蓄から5年を迎える災

害用備蓄食品につきましては、家庭での自助

の取組の推進を目的とし、出前講座や市内小

中学校等で実施されております一日防災学校

などで、喫食体験用として配布することで、

廃棄処分をすることなく有効活用を図ってい

るところであります。国や北海道におきまし

ては、食品ロスの削減及び生活困窮者支援等

の観点から、消費期限が迫った災害用備蓄食

品の有効的な活用策として、フードバンクへ

の提供に取り組んでいるところであり、本市

においても、消費期限を過ぎて廃棄処分にな

ることのないよう、美唄消費者協会のフード

バンクへの提供について、協力してまいりた

いと考えております。いずれにしましても、

計画的に災害用備蓄食品を備蓄するとともに、

食品ロスが発生しないよう、有効活用を図っ

てまいります。 

●9番山上他美夫議員 中心市街地活性化に

ついて、再質問をさせていただきます。 

 中心市街地の活性化についての基本となる

計画や構想は、現段階ではまだ現状の分析と

美唄市中心市街地活性化基本計画の策定に向

けた作業を進めているとのことでありますが、

本協議会の主催者である美唄市としては、基

本となる中心市街地活性化の構想を示して、

協議会の議論をしていくことが重要であるか

と考えております。美唄市が主体となり、市

民が中心市街地で様々な交流ができる施設を

建設し、市民が生き生きと活動できるまちな

かを作るという青写真を示して、協議会の中

で審議していかなければ、議論百出するだけ

であって、結論の見出せない結果となると思

うところであります。今現在、市民が交流す

る市民会館は、ＪＲ美唄駅から直線距離で1

キロメートルもあり、高齢化する市民にとっ

ては遠いと感じる距離であって、中心街には

会議や展示・発表・交流ができるコンベンシ

ョン施設が必要ではないかと思うところであ

ります。今後の高齢化社会と人口減少による

まちなかの賑わいづくりのために、本市中心

街に市民交流施設の建設を希望するところで

ありますが、市長のお考えをお尋ねいたしま

す。 

●市長桜井恒君 中心街の市民交流施設の建

設についてでありますが、美唄市中心市街地

活性化基本計画における中心市街地は、美唄

駅や旧美唄工業高校跡地、銀座街周辺一帯を
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想定範囲としているところであり、美唄市立

地適正化計画や中心市街地活性化協議会での

議論を踏まえ、総合的に検討してまいります。 

●議長谷村知重君 次に移ります。 

 7番本郷幸治議員。 

●7番本郷幸治議員 令和7年第2回市議会定

例会に当たり、大綱2点市長に伺います。 

 大綱の1点目は防災行政について。 

 令和6年1月1日16時10分にマグニチュード

7.6の大規模地震が発生し、石川県輪島市をは

じめとして、北陸地方を中心に多くの人が犠

牲になり、また、家屋の倒壊や上下水道、道

路などのライフラインに甚大な被害が発生し

ました。本市にあっても「石狩低地東縁断層

帯」が美唄市から安平町までの約66キロメー

トルと推定され、このような大規模地震がい

つ発生するかは、過去の阪神淡路大震災や東

日本大震災などの例からも、予測不可能な状

況にあるのが現状であります。そこで、内閣

府防災担当では、令和6年能登半島地震を踏ま

えた災害対応の在り方について、令和6年11

月の災害対応検討ワーキンググループやスフ

ィア基準等を踏まえて、自治体に対して通知

している「避難生活における良好な生活環境

の確保に向けた取組指針」、「避難所運営等避

難生活支援のためのガイドライン」、「避難所

におけるトイレの確保・管理ガイドライン」

を含む「自治体向けの避難所に関する取組指

針・ガイドラインの改定」が令和6年12月13

日に決定されました。そこで、本市の大規模

災害に向けた大型避難所、特に学校の体育館

などの、このたび改定されたガイドラインに

向けた取組について伺います。 

 初めに、改定されたガイドラインや新たな

スフィア基準が導入されましたが、この基準

についての認識について伺います。 

 一つ目として、スフィア基準に基づく「ト

イレを20人に1基」とする取組についての見解

を伺います。 

 次に、同基準に基づく入浴施設の基準の取

組について見解を伺います。 

 次に、同基準に基づく避難所内の一人当た

りのスペースを「最低3.5平方メートル」とし、

段ボールベッドなどが置ける広さの確保を目

指す取組について伺います。また、政府では、

被災地のニーズに応じて、キッチンカーやト

イレトレーラー、ランドリーカー等を迅速に

提供するための事前登録制度や災害ボランテ

ィアとして活動する支援団体の事前登録制度

を検討しておりますが、本市でも積極的に取

り組むべきと思いますが、見解を伺います。 

 次に、大綱2点目は、環境行政について。宮

島沼について伺います。 

 本年3月20日に大富連合会通常総会後に開

催しました「三日月幹線水路への宮島沼のア

オコを含む湖水流出への対応」について伺い

ます。 

 私は、この説明会に参加しておりませんが、

その時に出された資料がありますので、資料

の内容について伺います。 

 その一つ目として、説明会の開催について、

事前に会員の方にご案内をされたのか。また、

説明会に何人参加されたのか。 

 次に、説明会の質疑応答の対応として、湿

地センター長をはじめ、説明員として何人の

職員が出席したのか。 

 次に、説明会資料に、課題として、宮島沼

のアオコを含む湖水が三日月幹線水路に流出
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し、地域農業や農業施設への悪影響が懸念さ

れている。この課題に対しての対応について、

4点挙げております。一つ目として、宮島沼の

汚水流出の実態を明らかにする。二つ目とし

て、そのリスクを明らかにする。また、考え

られるリスクは、水稲栽培への影響、揚排水

機場への影響、防除用水への影響。三つ目と

して、実態に基づいて対策を立案する。四つ

目としては、関係者と協議して、対策案を精

査し、対策を実施する。以上が資料の骨子に

なっております。そこで、現在の宮島沼の湖

水が流出するリスクについて伺います。 

 水稲栽培、揚排水機場、防除用水にどのよ

うな影響があるのかについて、具体的にお聞

きします。 

 次に、宮島沼の現状と課題についての質疑

応答では、主にどのような意見や要望があっ

たものかも伺います。 

 次に、4月18日に開催しました「宮島沼の水

質に関する説明会」について、参加対象者は、

地元自治体を含めて、どの団体が参加したの

か。また、説明員として美唄市対応職員は誰

が出席したのか。また、質疑応答の主なもの

について、どのような意見や要望があったの

かを伺います。 

●市長桜井恒君(登壇) スフィア基準につい

てでありますが、この基準は、避難所の衛生、

食糧、水供給などの最低基準を定めた国際的

なガイドラインであり、この基準を満たすこ

とによって、生活環境の改善、避難者の健康

状態の向上、プライバシー確保による心理的

安定の確保などが期待されます。こうしたこ

とから、スフィア基準の避難所への反映は、

災害関連死の減少にも大きく寄与するものと

考えております。 

 次に、トイレの基準についてでありますが、

避難所でのトイレの課題は多くの健康被害と

衛生環境の悪化をもたらすと同時に、不快な

思いをする被災者を増やすことになり、人と

しての尊厳が傷つけられることにもつながる

ことから、大変重要であると考えております。

現在、避難所運営につきましては、避難者を

約600人と想定し、美唄市防災備蓄計画に基づ

いて整備を進めており、トイレにつきまして

は、簡易トイレ、自動ラップ式トイレを合わ

せて48基を整備しております。被災者が想定

を超えた場合には、災害協定等による支援を

受け、避難者に十分な数で、かつ清潔な安全

で安心なトイレ環境の確保に努めてまいりま

す。 

 次に、「入浴施設」についてでありますが、

スフィア基準では、避難所内に入浴施設を設

けることが望ましいとされております。入浴

は、衛生面の保持だけでなく、被災された方

の精神面の不安を和らげる効果も期待できま

すことから、被害者支援において、大変重要

であると考えております。現在、入浴施設を

有する避難所は7か所ございますが、全ての避

難所に入浴施設を整備することは困難であり

ますので、民間宿泊施設や社会福祉施設等の

支援をいただき、避難者の入浴の機会の確保

に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、「一人当たりのスペース」についてで

ありますが、避難所では、プライバシーの確

保や衛生面、感染症対策等、様々な課題があ

ることから、十分なスペースを確保すること

で、避難者の生活環境の向上が図られるもの

と考えております。避難所開設・運営マニュ
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アルにおいて、一人当たりの必要面積を災害

発生直後は1平方メートル、1晩目以降は2平方

メートル、展開期以降は3平方メートルとフェ

ーズごとにスペースを広げていくこととして

おりますが、避難状況に応じて、受入当初よ

り十分なスペースが確保できるよう、柔軟に

対応してまいります。なお、現在、プライバ

シー確保等のため、段ボールベッドや間仕切

り、避難所用テントを整備しております。 

 次に、キッチンカー等の事前登録制度につ

いてでありますが、令和6年能登半島地震を踏

まえた災害対応の在り方についての報告書の

中で、避難所での食事については、レトルト

食品等が提供されたが、栄養バランスの取れ

た適応の食事がなかなか提供されなかったと

の声や、アルファ化米などの単調なメニュー

の改善を求める声が多く、被災者の心身の健

康維持や災害関連死の抑制のためには、キッ

チンカー等で温かく栄養価の高い食事を提供

する必要性が強く求められております。ボラ

ンティアに関しましては、避難生活が長期化

し、被災者のニーズが多様化する中で、多く

のボランティア団体や個人ボランティア等に

より、きめ細やかな支援が実施され、被災地

支援で大きな役割を果たしました。現在、本

市においては、キッチンカーや災害ボランテ

ィアの事前登録制度は未整備でありますこと

から、災害協定の締結や社会福祉協議会など

との連携を図り、迅速な対応ができる体制整

備に努めてまいります。いずれにいたしまし

ても、スフィア基準を参考とし、本市の避難

所開設・運営マニュアルに反映させて、適切

な生活環境、避難所の質の確保に努めてまい

ります。 

 次に、宮島沼の水質に関する説明会につい

てでありますが、3月20日の説明会につきまし

ては、大富連合会経由で案内を行い、参加者

は約30人、説明員は宮島沼水鳥・湿地センタ

ー長1人となっております。湖水の流出による

用水への影響につきましては、窒素濃度が高

いことによる水稲の過繁茂・倒伏、揚水機場

や防除用水については、スクリーンや噴霧器

の目詰まりなどと想定しておりますが、しっ

かりとした聞き取り調査が必要であると考え

ているところであります。参加者からは、「水

質に関し根本的な対策を急いでほしい」、「周

辺地権者の了承について」「風評被害が出た際

の対策」などについての意見があったところ

であります。 

 次に、対策検討会議の実施につきましては、

4月18日に「宮島沼の水質に関する説明会」と

して開催したところであり、参加者は、大富

連合会のほか北海道地方環境事務所、空知総

合振興局、岩見沢市、北海土地改良区などの

関係機関等からの20人、説明員は、生活環境

課長とセンター長の2人となっております。参

加者からは、「宮島沼における菌類の調査の必

要性」、「矢板設置に伴う地下水位への影響」、

「アオコのろ過の手法」などについての発言

があったところであります。 

●7番本郷幸治議員 初めに、説明会の持ち方

についてでありますが、3月20日に実施しまし

た「三日月幹線水路への宮島沼のアオコを含

む汚水流出への対応」に関する説明会では、

市側の説明員としてセンター長1人で対応し

たとのことですが、参加された方は宮島沼の

近隣の生産者が出席されております。本来で

あれば環境課や農政課の職員が説明員として
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対応しなければならないと思いますが、なぜ

センター長1人で対応したのか、その理由を伺

います。また、4月18日に実施しました「宮島

沼の推進に関する説明会」では、環境省北海

道地方環境事務所・空知総合振興局環境生活

課・岩見沢農政部や環境部・北海土地改良区・

ＪＡ岩見沢・豊正農事組合長と環境・農政の

関係団体の主要な方に出席していただいたに

も関わらず、美唄市からは生活環境課長をは

じめ同課の職員が3人とのこと、本来であれば、

市長及び農政課の職員が出席すべきではなか

ったのか、その理由を伺います。 

 次に、4月18日の説明会で宮島沼の水質に関

係する質問があったと思いますが、沼の水質

検査については、環境課で昨年業務委託して

いる酪農学園大学の研究報告がありました。

一方で、同年に本市の農政課で民間会社に宮

島沼の水質検査を委託し、10月に調査結果が

出ました。二つの機関の調査地点は宮島沼と

三日月第一集水路など、調査時期は6月前後と

9月に実施し、ほぼ同じであります。その結果

について、特に水稲栽培に影響があるとされ

ております化学的酸素要求量(ＣＯＤ)につい

ての結果については、三日月第一集水路で環

境課での数値は6月2日に5.1ミリグラムパー

リットル、9月2日では59ミリグラムパーリッ

トル、また、農政課長の数値は、5月31日に4.23

ミリグラムパーリットル、9月9日に100ミリグ

ラムパーリットルとなっており、また、宮島

沼の5月と9月がそれぞれ36ミリグラムパーリ

ットル、110ミリグラムパーリットルとなり、

農業用水基準の6ミリグラムパーリットル以

下をはるかに上回る結果について、沼周辺の

農作物に対する影響が懸念されます。市長の

見解を伺います。 

 次に、宮島沼水鳥・湿地センターの所管は

環境課になっておりますが、現状での宮島沼

の水質改善や環境保全を維持していく中で、

沼からの水が農業用水路に流出する構造にな

っていることから、今後につきましては、農

政課との連携や情報共有が喫緊の課題である

と思いますが、市長の見解を伺います。 

●市長桜井恒君 宮島沼の水質に関する説明

会についてでありますが、近隣の生産者の皆

さんや関係機関との水質調査結果を踏まえた

湖水流出の実態などの共有及び今後における

継続的な意見交換実施の確認を目的としたこ

とから、説明員を担当課長やセンター長とし

たものであります。 

 次に、農業用水の水質基準の一つであるＣ

ＯＤにつきましては、宮島沼内における数値

は高いものの、三日月第一集水路の灌漑期の

用水の数値は基準を満たしているものと認識

しております。 

 次に、宮島沼の水質問題につきましては、

ラムサール条約登録湿地としての環境保全の

側面や周辺が農地に囲まれていることによる

農業との共存など複数の側面から対応策につ

いての検討が必要であり、今後については、

所管課である生活環境課のみならず、必要に

応じ庁内関係各課の連携の下、有効かつ必要

な対策案の検討を進めてまいります。 

●議長谷村知重君 次に移ります。 

 11番川上美樹議員。 

●11番川上美樹議員 令和7年第2回定例会に

おきまして、大綱3点について市長にお伺いを

いたします。 

 大綱の1点目は、農業行政について伺います。 
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 第7期美唄市総合計画における前期基本計

画を基に「ＪＡびばい第11次地域農業振興計

画」「ＪＡみねのぶ第10次地域農業振興計画」

「ＪＡいわみざわ地域農業振興計画」との整

合性を図りながら、「第3次美唄市農業ビジョ

ン」を策定いたしましたが、今年度をもって

終了することになっております。そこで、第3

次農業ビジョンでは、本市の農業について、

どのような成果があったのか、その現状と今

後に向けた課題はどのようなものだったのか、

次の点について伺います。 

 1点目は、本市の農産物における競争力強化

について。 

 2点目は、ＳＤＧｓへの取組について。 

 3点目は、農業技術の発展・普及について。 

 4点目は、農業生産基盤の整備について。 

 5点目は、デジタル技術による農業の変革に

ついて、それぞれ市長にお伺いをいたします。 

 大綱の2点目ですが、周辺市町村との共生に

ついて伺います。 

 本市では、今年3月に南空知圏域において定

住自立圏の形成の協定を締結したところであ

り、今後、岩見沢市を中心とした広域の取組

が進められていくものと認識しております。

一方で、本市ではこれまで定住自立圏形成協

定の枠に限らず、他市町村と連携して行って

きた事業もあると認識しております。そこで、

次の2点について伺います。 

 1点目として、南空知定住自立圏形成に限ら

ず、周辺市町村との連携の枠組みにおいて、

どのような取組を行ってきたのか。 

 二つ目として、南空知定住自立圏での取組

においては、本市にとってメリット、デメリ

ットになる内容が予想されますけれども、こ

れについてはどう考えているのか、お伺いを

いたします。 

 大綱の3点目は、都市整備行政について。 

 東明公園の桜の木の整備について伺います。

木の専門家によりますと、老木、それから木

の病気が広がっておりまして、このままだと

数年後、東明公園から桜の木が無くなってし

まう可能性もあるとのことですが、これにつ

いてどうするのか。今すぐにでも取り組まな

ければならないと私は思いますが、市長のお

考えをお伺いいたします。 

●市長桜井恒君(登壇) 第3次農業ビジョン

についてでありますが、まずは、農産物の競

争力強化による海外への農産物の販路拡大に

つきましては、一般社団法人北海道国際流通

機構を通じて、台湾やタイなどのショッピン

グモール、地元居酒屋や宿泊先ホテルにおい

て、美唄産米のＰＲと試食を行い、高い評価

を得ているものと認識しているところであり

ます。また、台湾やタイなどの商社が本市に

立ち寄り、雪蔵工房の視察や田園風景の見学

後、峰延農協の生産者の協力の下、自ら作っ

たおにぎりの食味を体験してもらうなど、独

自の取組を行ってきたところであります。今

年度は、台湾での美唄産米のイベント開催を

予定しており、輸出に向けた販路拡大のため

の取組を推進してまいります。 

 次に、ＳＤＧｓの推進についてであります

が、畦道にハーブを植えることにより害虫の

拠り所となるイネ科雑草を減らし農薬使用を

減少させる取組のほか、環境保全型農業及び

イエスクリーン制度に取り組むことで、クリ

ーン農業における産地の拡大や農業技術の普

及が進んだものと認識しているところであり
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ます。 

 次に、農業技術の開発・普及についてであ

りますが、美唄、峰延、岩見沢の3農協や空知

農業改良普及センターと連携した取組により、

主食用米や飼料用米などの収量が増加したほ

か、直播栽培などの省力化技術も向上したも

のと認識しているところであります。 

 次に、農業生産基盤の整備についてであり

ますが、中心経営体農地集積促進事業や次世

代農業促進生産基盤整備特別対策事業を活用

し、受益者負担の軽減を図り、計画どおり基

盤整備事業を実施したところであります。 

 次に、デジタル技術の普及についてであり

ますが、スマート農業を広く地域に浸透させ

るため、地域要望のあったホクレンＲＴＫア

ンテナ基地局を設置するなど、情報通信基盤

を整備したところであります。また、ドロー

ンによる生育状況等の確認や水管理システム

による水位・水温の確認など、データを活用

した農業の普及に向けた検証を行い、市独自

の補助金によるスマート農業機械の導入支援

を行っているところであります。 

 次に、南空知定住自立圏構想と市町村連携

についてでありますが、初めに、定住自立圏

の枠組み以外での広域の取組について、主な

ものを申し上げますと、南空知圏域では、地

方自治法に定める一部事務組合である南空知

ふるさと市町村圏組合において、移住定住に

つながる圏域のプロモーションや地域情報等

の発信、物産の販路拡大の取組など、圏域で

一体的に取り組むことにより効果が期待され

るソフト事業を行っているほか、桂沢水道企

業団や石狩川流域下水道組合では、生活に欠

かせないインフラである下水道・水道事業の

運営・管理などの共同処理を周辺自治体と行

っているところであります。また、空知全体

の圏域では、平成28年5月、空知振興局と空知

管内24市町からなる「北海道空知地域創生協

議会」を発足し、空知地域の知名度を向上さ

せるため、ウェブサイト「そらち・デ・ビュ

ー」やそらち応援大使が出演するＰＲ動画に

よる情報発信のほか、空知の魅力を体験する

バスツアーなど、空知地域の活性化に向けた

取組を行っているところであります。 

 次に、南空知定住自立圏の枠組みでの連携

につきましては、圏域内の各団体の代表者で

構成する共生ビジョン懇談会での議論を踏ま

え、まずは9分野・12カテゴリにわたる連携に

ついて、具体的な取組を行うほか、新たな分

野の協議を進めていくこととしております。

こうした中、令和7年度からの新たな取組とし

て、公共交通分野における路線バスの乗務員

確保を目的に、南空知地域で運行するバス事

業者に新たに乗務員として勤務される方を対

象に、支援金20万円を支給する制度を、この4

月より9つの市町において開始したところで

あり、今後、少子高齢化や人口減少の進行に

より、単独の自治体だけで行政サービスを持

続的に担っていくことが、ますます困難にな

ると予想される中、本市が今後も自立したま

ちとして持続的に発展していくためには、定

住自立圏の枠組みを活用し、地域資源を有効

に活かすとともに、人材・ノウハウ・財源を

共有しながら、圏域全体のメリットを最大限

に引き出す事業を進めていくことが重要であ

ると考えております。 

 次に、公園の整備についてでありますが、

東明公園につきましては、昭和33年から遊具
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の設置や桜の植樹などの整備を行い、昭和38

年に開園し、61年が経過したところでありま

す。一般的に「ソメイヨシノ」の寿命は60年

から80年とされておりますので、ほとんどの

桜は老木となっている状態でありますが、市

では病害虫から桜を守り、良好な樹勢を保つ

ため、病気や枯れた枝などのせん定を委託業

務により年2回行っているほか、ボランティア

を募ったせん定作業も行い、管理してきたと

ころであります。東明公園の桜は、市内外の

方々を魅了する本市にとって貴重な観光資源

でありますことから、専門家の意見を伺いな

がら、今ある桜の樹勢維持に努めるとともに、

植え替えや植樹などの整備について検討して

まいります。 

●11番川上美樹議員 大綱1点目の農業行政

について。農業生産基盤整備について、再度

お伺いをいたします。 

 まず、整備後に不具合が出てくるというこ

とが生産者の皆様から声として伺っておりま

す。この場合の補修工事への対応も必要にな

ってくると思います。さらに、市全体の農地

の中で、まだ未整備の部分もあると伺ってお

りますので、これについても、私としては早

急に取り組むべきだと考えます。ご答弁いた

だきましたように、お米の保存方法として、

北海道ならではの雪の冷たさを利用して貯蔵

したり、畦道にハーブを植えて、減農薬に取

り組んだり、さらにドローンやデータの管理

を行う、デジタル技術との融合でもって、環

境に、そして人に優しい農業を取り組んでい

るというのが本市だと思いますが、私はこの

北海道美唄市で、農家の皆さんが心を込めて

育てていただいたお米や農産物をいただき、

毎日このように元気に過ごしている消費者の

1人です。日本全国はもとより、タイや台湾、

本市での農業行政の取組が日本のため、そし

て世界の人のために、美唄が食料基地のど真

ん中として、その役割を果たしていくべきだ

と思います。改めて市長の本市における農業

発展のための決意をお伺いいたします。 

 大綱2点目の自立権について、再度お伺いを

いたします。 

 人材・ノウハウ・財源の共有を図りながら、

圏域全体のメリットを最大限に生かす取組を

行っていくとのご答弁がありましたが、例え

ば、一つの例としてご提案申し上げますが、

「ふるさと納税」につきましても、周辺市町

村と連携した返礼品を検討してみるという分

野も、のちのち作ってみてはどうかと思いま

す。農産品の組み合わせであったり、あるい

は炭鉱に関する南空知の回遊であったり、そ

ういったものも今後協議の場に出していただ

くこともあっても良いのではないかと思いま

すが、いかがでしょうか。また、「南空知ふる

さと市町村圏」での地域振興に対する取組は、

この定住自立圏と同じ圏域にありますので、

圏域全体のメリットももちろんですけれども、

本市は本市のメリットを考えていくべきだと

思います。ですので、ふるさと市町村圏自体

は解散を求め、基金として積んである1億

3,000万円、これを一旦市に返金していただく

ということも、ご検討いただいても良いので

はないでしょうか。これについて、市長のお

考えをお伺いいたします。 

 大綱の3点目、東明公園の桜についてですが、

整備についてはご検討いただくというお返事

をいただきましたが、いつからやりましょう
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か。できれば管理をする存在、やってくれる

人も必要ではないかなと思います。市長は就

任される前になりますけれども「美唄市は再

興に残された時間は少なく「今」大きな変化

を起こさなければならない」と仰っておりま

す。さらに「Ｎｏｗ ｏｒ Ｎｅｖｅｒ」、今

が最後のチャンスという意味かと思いますが、

まさに「今が最後の美唄のチャンス」という

覚悟で、尽力するという考えを示しておりま

す。まさに東明公園の桜は、今整備を始めな

ければ、桜の木がなくなってしまいます。そ

ういう状況だということです。これについて、

再度、市長のお考えを伺います。 

●市長桜井恒君 基盤整備後の補修工事につ

いてでありますが、令和6年度に面工事が全て

完了し、現在は古い暗渠による水漏れや、泥

炭に起因する農道の沈下等、工事後の不具合

について、二次整備を実施しているところで

ありますが、令和8年度の事業完了に向けて、

全ての不具合が改善されるよう、施行体制の

強化と予算の確保について、北海道開発局に

対し強く要望しているところであります。ま

た、現在までに農用地区域の約7割について整

備を終えましたが、引き続き、癸巳地区につ

きましては、令和10年度の採択に向けた地区

調査を要望しております。残る地域につきま

しても、地元の意向や関係団体と協議を重ね、

負担軽減策の継続と関係機関への要望活動に

努めてまいります。いずれにいたしましても、

先人が築き守り抜いてきた基幹産業としての

農業を持続可能なものとするため、農業者や

農業関係者の声をしっかり聴きながら、次な

る第4次農業ビジョンを策定するとともに、美

唄らしい儲かる農業、かっこいい農業の推進

に対し、支援してまいります。 

 次に、周辺市町村と連携した返礼品などの

検討についてでありますが、ふるさと納税に

おける返礼品の充実は、本市の魅力を広く発

信し、地域経済の活性化につなげていく上で

も重要な取組であると認識しております。そ

の中で、周辺市町村と連携し、南空知全体と

しての魅力を高めるような返礼品の開発や観

光回遊性の向上を図るというご提案は、非常

に意義あるものと受け止めております。この

ため、今後におきましては、関係市町村や関

係団体との意見交換の機会を捉えながら、方

向性に関する課題などを共有の上、検討して

まいりたいと考えております。また、定住自

立圏と同じ9市町で構成されている南空知ふ

るさと市町村圏組合の今後の在り方につきま

しては、現時点において、具体的な協議が始

まっていないところであります。今後、南空

知定住自立圏における取組を進めていく過程

において、基本的には組合議会を中心に議論

が進められていくものと考えておりますが、

市といたしましても、ご指摘の基金の取扱い

も含め、基本的な考え方、方向性を整理して

いく必要があるものと認識しております。 

 次に、東明公園の桜の整備についてであり

ますが、美しい桜を楽しんでいただくには、

植樹を行ってから、樹木が成長するまで幾年

もの月日が必要となりますことから、確実に、

来年度に整備が開始できるよう補助金などの

財源や整備手法を検討するとともに、植樹し

た桜を健全に成長させなければ、美しい桜を

咲かすことはできないことから、市民の皆さ

んと桜の維持管理を協働できる体制作りも併

せて進めてまいります。 
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●議長谷村知重君 一般質問中ですが、11時

まで休憩いたします。 

 

午前10時55分 休憩 

午前11時00分 開議 

 

●議長谷村知重君 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 一般質問を続けます。 

 6番吉岡建二郎議員。 

●6番吉岡建二郎議員 2025年第2回定例会に

おいて、大綱2点について、市長、教育長に質

問をいたします。 

 大綱1点目、市政報告「本市元職員の逮捕」

について伺います。 

 定例会開会の11日に市長から、本市元職員

の逮捕についての報告がありました。4月14

日の逮捕から現在に至るまでについて、時系

列を追って説明をされておりましたが、具体

的な対応について、やはり事実関係が把握で

きてから、詳細が判明され次第という報告に

とどまっていました。とは言え、この間、2

か月間ありまして、実際に対応されてきてい

る部分もあるかと思います。その対応ですが、

どういったものを2か月間されているのか。そ

して市政報告でも、表面的なものもありまし

たが、もう少し詳細にお伺いできたらと思い

ます。また、警察からの事件詳細に関する情

報提供はない中での対応は限られていること

は理解いたしますが、やはり対応、今後もし

ていかなくちゃいけないと。さらにはこの2

か月間でも、具体的な対応を行ったかと思っ

ているんです。中でも特に市政報告の中では、

「全職員に対する指導の徹底を指示した」と

だけありました。この「指導の徹底を指示し

た」というのが、もう少し具体的にどういっ

たものかというのは答えやすいかと思います

ので、是非、この点については、一歩踏み込

んだ説明をお願いいたします。 

 また、一部報道でも触れられておりました

けれども、本市での収賄事件というもの、こ

れによる逮捕は今回が初めてではなく、平成

18年、本市職員が収賄事件によって逮捕され

ておりました。19年も前という捉え方がある

一方で、たった19年、四半世紀も経たぬうち

に収賄事件が繰り返し起こっているという捉

え方もあります。やはり、こんな短期間で、

こんな大きな事件が美唄市という、そこまで

大きな規模ではないところで起こるなんてい

うのはあり得ないんじゃないかという声もい

ただいています。今回の件に関して言えば、

平成18年の収賄事件とは、全く同じというわ

けではなく、違った部分が多くあるかとは考

えられるんですけれども、平成18年の際にも、

再発防止ということで、何らか手だては打た

れて、これまで継続して取り組まれてきたこ

とかと思います。それが今回の件に対して、

全面的に全く起こらないと、事前に防止でき

たものではなかったからこそ起こったとは考

えるのですけれども、果たして再発防止策自

体というのは、これまでの19年間機能してき

ていたのか。どのように再発防止を行ってき

ていたのかも含めて、市長の認識について伺

います。 

 大綱2点目、教育行政について伺います。 

 公立学校等の改修に充てることができる国

の学校施設環境改善交付金、これの交付が認

められないという事例が全国、全道市町村で
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急増しているという報道がありました。本年

度当初分として、全道50市町村で342件申請し

た中で、195件が不採択となっているとのこと

です。具体的な事業としては、小学校の照明

のＬＥＤ化、またトイレの洋式化といった事

業が不採択と各地でなっているとのことです。

不採択となっている原因は、交付金の予算、

昨年度177億円から今年度が62億円と3分の1

程度と言っていいんですかね、まで減ったこ

とが大きな影響であると、このように書かれ

ておりました。この交付金の不採択、これが

本市も本年度の事業の執行に対して影響する

となるものかどうか非常に心配するところで

す。これまでも、この学校施設環境改善交付

金、本市でも様々な事業に活用してきた交付

金かと考えますが、今年度の大幅な予算削減

によって、本市の今年度の事業に関して、影

響がないのかを伺います。 

●市長桜井恒君(登壇) この間の対応につい

てでありますが、去る令和7年4月14日、本市

の元職員が収賄の容疑で逮捕されて以降、市

としての具体的な対応といたしましては、逮

捕のあった4月14日、私のほか特別職及び部長

職による緊急会議を招集した後、市政記者ク

ラブに対するプレスリリース、市のホームペ

ージに市長メッセージを掲載したほか、4月16

日には、職員の綱紀粛正を徹底するため、「職

員倫理の遵守」「日常の服務規律の確保」「適

正な事務処理」などについて副市長通知によ

り周知徹底したところであります。また、4

月17日、建設工事等請負業者審査会を開催し、

事件に関与した市内業者を指名停止処分とし

たほか、4月24日、今後において、入札・契約

制度の在り方が問われ、早急な対応が必要に

なるものと判断して、庁内において、入札・

契約制度検討委員会を開催し、再発防止策の

調査・検討など、不正行為の排除の徹底を図

るため、必要な対応をしっかり進めていくこ

とを確認したところであります。現在、警察

による捜査が継続されており、捜査の影響が

懸念されるとの理由により、警察からの事件

詳細に関する情報提供が皆無であることから、

現時点において具体的な対策をお示しするこ

とができませんが、今後、詳細が分かり次第、

入札に関する不正行為の排除の徹底を図るた

め、入札・契約事務に係る問題点を調査・検

討するとともに、業者との癒着防止に向けた

職場体制づくり、職員モラルやコンプライア

ンスの向上など、早急に検討し、職員と一丸

となって、市政の信頼回復に努めてまいりま

す。 

 次に、平成18年の事件を受けての再発防止

策についてでありますが、初めに、これまで

の入札・契約事務の適正化に向けた取組とし

ましては、平成15年4月には、不正な入札の抑

止や予定価格漏えい等の不正行為の防止とし

て、予定価格の事前公表を行ったほか、平成

17年11月には、入札談合に的確に対応するた

めの談合情報対応マニュアルの策定を、平成

18年5月には、指名停止基準の強化を図るため、

指名停止期間を延長するなど、入札・契約事

務の改善に取り組んできたところであります。

また、平成18年に公共工事を巡る競売入札妨

害及び収賄により、職員が逮捕された事件後

の取組としましては、入札・契約事務につい

て、より一層の競争性、公平性、透明性を確

保するため、予定価格1,000万円以上の工事に

ついては、原則、美唄市内を対象とする地域
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限定型の一般競争入札を実施したほか、談合

防止対策として、効果的な郵便入札を実施す

るなど、必要な改善策を講じてきたところで

あり、これまで不正防止に対する効果はあっ

たものと認識しているところであります。こ

うした中、本市元職員が市発注の工事に係る

最低制限価格を市内の事業者に対し教示した

として、本年4月に収賄の容疑で逮捕されたと

ころでありますが、今般の事件は、平成18年

の事件とは一部様相が異なることから、これ

までの制度は、引き続き維持しながら、今後、

事件の詳細が判明され次第、最低制限価格の

取扱いなど、新たな再発防止に向け有効な対

策を調査・検討してまいります。 

●教育長石塚信彦君(登壇) 学校施設環境改

善交付金についてでありますが、交付金につ

きましては、学校の安全性や快適性、教育環

境の改善を目的に、主に学校施設の老朽化や

長寿命化に対する改修などが補助対象となっ

ており、これまでも、学校の大規模改修や普

通教室等にエアコンを設置するなど、活用し

ているところであります。令和7年度は、総合

体育館冷暖房設備の整備について、交付金を

申請し、既に交付決定をいただいております

ので、本市において、この交付金における国

の予算削減の影響はないところであります。

しかしながら、当交付金につきましては、来

年度以降も活用することが想定されますこと

から、当交付金の予算拡充に向け、全国都市

教育長協議会などと連携し、国に対して要望

してまいりたいと考えております。 

●6番吉岡建二郎議員 大綱1点目、市政報告

についてですが、なかなか今、警察の捜査の

途中ということでもあり、市政報告の中でい

ただいた報告と、それ以上というのが具体的

な部分だとか、対応がすぐにはできない部分

というのがあることは理解いたします。ただ、

やはり市民からの信頼回復ということを今後

していかなくちゃいけないのであれば、でき

る限り具体的な情報というのを市民に対して

明らかにしていく必要があるんだと考えます。

今後もこの問題については、継続して議会の

中でも質問をしていくことになるかとは思う

んですけれども、やはり市民からはどうなっ

ているんだと、情報が全然ないという声があ

るものですから、是非とも進展があれば、現

状も市のホームページで公開はされているか

と思うんですけれども、そのホームページな

どを使ってすぐに市民に進展、情報が届くよ

うに、対応を今後していっていただきたいと

考えます。やはり信頼回復するには明らかに

していくこと、透明性を持つことというのが

一番かと思いますので、庁内でのモラル、コ

ンプライアンスに関しての研修などを進めて

いくことも非常に重要かと思いますが、それ

と同様に市民に対しての対応というところも、

是非とも考えていただきたいと思います。今

回、市政報告の中ではそういったところ触れ

られておりませんでしたが、市長として市民

への周知の部分、報告の部分、どのようにお

考えかということを伺いたいと思います。 

 大綱2点目、学校施設環境改善交付金につい

てですが、これまで、学校の大規模改修、エ

アコンの設置に活用をされてきた大変重要な

交付金なんだなということを答弁から理解を

いたしました。本年度でも総合体育館の冷暖

房設備の整備について、既に交付の決定がさ

れているとのことで、今回の交付金の予算の
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削減という部分では、本市への影響というも

のはないものということで理解をいたしまし

た。教育長も答弁の中で触れられておりまし

たけれども、来年度以降もですね、この交付

金活用することを想定されるものだと考えま

す。是非、国に対して、今回のような前年度

から比べて3分の1といった大幅な削減が起こ

って、各地で不採択ということが起こらない

ように、しっかりと要望を上げていっていた

だきたいと考えていますので、その点につい

てはよろしくお願いいたします。また、この

学校施設環境改善交付金について質問となる

んですけれども、来年度以降の活用が想定さ

れるという答弁、これ具体的にはどのような

事業についての活用を想定していて、どうい

った計画となっているのか伺います。また、

今回のように大幅な削減ということで、予算

削減ということになれば、事業自体を行うこ

とも難しくなってくる部分、例えばですけど、

今後において、学校施設改善環境改善交付金

を活用することを見込んだ大規模な事業の予

定、こういったものがあるのかどうか。今後

の予算等の議論にも大いに関わってくること

かと思いますので、今の段階でどのように考

えていらっしゃるか、併せて伺います。 

●市長桜井恒君 事件後の経過につきまして

の情報提供ということについてでありますけ

れども、何度も質問にお答えしておりますと

おり、現状におきましては、捜査が続いてい

る状況であり、警察からの情報提供ついては

全くない状況であります。逮捕時、起訴時に

つきましても、何ら新たな情報は得ておらず、

現在ホームページで記載している情報が美唄

市の持っている情報とイコールでございます。

そういった中、市民の皆様にも市が持ってい

る情報、どのような情報を持っているのかと

いうことを、どのような対応をしているのか

という状況につきまして、積極的に発信すべ

く、メディア等への対応も積極的に行ってい

るところではありますが、現状としては、議

員からのお話もあったとおり、情報が不足し

ていることによって、今後の対応というとこ

ろへの深い議論ができていない状況でござい

ます。その点につきましては、是非、市民の

皆様にも市役所の状況として、認識していた

だければ幸いと考えておりますし、それを受

けて、市がどのような対策をしていくのかと

いうことにつきましても、適宜きめ細やかに、

ホームページだけではなく様々な媒体を通し

て、市民の皆様に発信してまいりたいと考え

ておりますので、今後の動きについて、注視

していただければと考えているところでござ

います。いずれにしましても、市民の皆様に

対して、失ってしまった信頼を改めて回復し

ていくために、できることを全て対応してい

くという所存でございますので、その点につ

きまして申し上げて、答弁とさせていただき

ます。 

●教育長石塚信彦君 学校施設環境改善交付

金の今後の計画についてでありますが、令和7

年度予算で実施設計を進めている美唄中学校

のトイレの洋式化を含む給排水設備改修工事

を令和8年度に予定し、概算事業費520万円の3

分の1を交付申請予定であります。なお、大規

模事業については今のところ予定している事

業はないところであります。 

●議長谷村知重君 次に移ります。 

 2番伊原潤司議員。 
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●2番伊原潤司議員 令和7年、第2回定例会に

おきまして、大綱2点について,市長並びに教

育長に申し上げます。 

 まず1点目でございますが、工業用水道事業

について、お伺いをさせていただきます。 

 議員の皆さん並びに市民の方々も含めてご

存じの方はおいでだろうと思いますが、これ

はいわゆる事業会計でございまして、毎年毎

年、予算も決算も数字的な報告は確実に上が

っておるところでございます。ただしその中

身がどんなものかということについては、つ

まびらかにご存じの市民の方もそう多くはな

いんだろうと思われますが、いずれにいたし

ましても、ダムの直下にあります浄水場から

中核工業団地まで、導水管が引かれておりま

して、そこを通して工業用水が供給されたわ

けでございますが、現在、工業用水を使用し

ている事業者数は、実は12社ということでご

ざいます。いわゆる水道料金として上がる収

益と、それからその仕組みを維持するための

支出、これの差額が本当に決まりきったよう

な赤字でございまして、その金額は前年度で

一般会計から3,000万強ですかね、繰り入れて

体裁を整えているということでございますが、

これがもう本当に複数年にわたり、この恒常

的な形がずっと続いているということについ

て、何か工夫はないものかということ。私も

たかだかバッジを付けさせていただいて2年

でございますが、そこまではっきり言ってこ

んな知識はございませんでしたし、ただし、

この形がはっきり言って議会でも個別に議論

されることはほぼなくて、こういったものを

放置することについて、まちそのもののスケ

ールがどんどん縮まる中で、こういった金額

というのは差ほど変わらず、いわんや導水管

については、日本中で騒ぎになっている上下

水道の埋設管の老朽化による腐食等々による

大規模な事故、これがあちこちで報道されて

いるわけですけれども、美唄の工業用水道の

埋設管につきましても、40年とか45年とかっ

ていう期間の経過がいたしておるということ

で、そう遠くないうちには、何がしかの抜本

的な手当てが必要になるだろうという想定は、

決して難しくないという状況のようでござい

ます。令和7年度も1億3,494万6,000円という

予算計上をされている事業でございますが、

何も手を打たないまま放置しておいていいの

かというのが、議員ならずとも一般市民、誰

もがこんな数字を見せられれば、思うところ

だろうと思われます。むしろ、どなたも手を

付けないのが何でだという、何かあるのかな

と思っちゃうわけですけれども、いずれにし

ましても、僅か12社の使用者ということで、

そこに対して上水道に置き換えてもらうこと

はできないのか。これは別に何の問題もなく

できる。問題は使用料、いわゆる料金体系が

違うということで、工業用水の方が上水の度

合いが全然違いますもので、そういった部分

で利用者負担の増加額というのは、これは実

はそう大きなものではなくて、私も具体的に

計算をしたり、あるいは計算した数値を伺っ

たわけではありませんが、恐らく1,000万円も

かからない中で、十分補填がきくというよう

な数字なんだろうと。推察の段階で申し訳あ

りませんが、いずれにしましても、年々3,000

万円、4,000万円の一般会計からの補填を考え

れば、随分安く代替がきくという措置が極め

て手近にあるにも関わらず、放置することの
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理由が分からないということでございます。

ただ、その点について質問を提出した上で、

さらに調査を進めてまいりますと。やはり、

皆さんご存じの工業団地に企業誘致というも

のが付いて回るわけですが、これも皆さんご

承知のとおり、もう何十年にもわたって、な

かなか埋まっていかないという現状の中で、

いわゆる空知中核工業団地と呼ぶのか、空知

団地と呼ぶのか、それの企業誘致に関わるセ

ールストークの中で、当市には工業用水がご

ざいますよというような大きなセールスポイ

ントなんだということは伺っております。こ

れは単純に上下水道課とは切り離された別の

セクションのお話になります。そして、それ

はお話としてはよく分かりますけれども、し

かし、他のセクションで、年々、数千万円と

いう赤字垂れ流しの事業を、その理由1点をも

って、上水道への切り替えだとかいったよう

なことの阻害要因になっているというのは、

やはりこれはおかしい。美唄市全体で考えざ

るを得ないわけでありますが、そこいらにつ

いての明確なご答弁をいただきたい。いずれ

にしましても、冒頭申し上げました、この工

業用水用の埋設管についての置き換えの工事

が、まだ10年もつよ、20年もつよということ

ではなくて、必要になってくる。千歳にＲａ

ｐｉｄｕｓがということで、本当に石狩平野

を縦断するような、展開次第ではまだまだ下

に属するような企業群が新たに北海道にやっ

てくるということは十分考えられるわけです

が、それを待って、もしそんなことがあった

ら、その時点でまた新たに考えてもいいので

はないかということを含めて、そこいらにつ

いてのお考えを伺いたいというのが1点。 

 さらに、予算書、決算書眺めますと、同じ

ような構造的な赤字体質を抱えた会計が実は

あるんですね。いわゆる民間が、なかなかど

うしても不可欠である事業であるにも関わら

ず、民間では到底、収支が合わなくて持続的

にそれを維持できない。市民生活には不可欠

だというものについて、行政が担うというこ

とは、これは当然の部分だろうと認識をいた

しております。しかし、まだ散見される赤字、

言葉が悪くて申し訳ありませんが、ご当人た

ちはそんなつもりはさらさらないだろうと思

いますが、赤字垂れ流しのこういった事業会

計を持つ部分については、やはり一緒にして

お考えいただいたらいいのではないかと。そ

の会計についても名称を挙げてお話を申し上

げようと思いましたが、たまたま答弁につい

てお話にみえた方にお会いしたら担当が違う

ということでで、今回はとりあえず取り上げ

ることは、また次回に繰延べさせていただい

たところでございますが、まず、今般はこの

工水についてのお考え方について、質問させ

ていただきます。 

 それから大綱2点目、これは教育長にお伺い

をいたします。 

 当選させていただいて、任期があっという

間に半分終わってしまいまして、当初から申

し上げておりました学校給食の無償化案につ

いて、当市は今年度で多分4年目になる自主財

源での無償化を既に実施いたしており、極め

て先見性のある優秀なまちであります。した

がいまして、実は先般、自民党の中に今回の

学校給食、あるいは、私の生業でありますパ

ン製造業、学校にパンを供給する、ご飯を供

給する、いわゆる主食供給事業者に対する議
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連というのが実はありまして、100人弱の議員

が属しておりますが、この議連が総会を開い

てくれると、無償化に対して業界としてどん

な心配事があり、どんな要望がありますかと

いう聞き取りをしていただける議連が総会を

開いてくれるということで、意見陳述人とし

て紹介を受けましたので、出かけてまいりま

した。ここまで文科大臣を経験された代議士

が歴代4人でしたかね、参加しておられたり、

本当にテレビでしか見ないような代議士さん

がおられて、ちょっと緊張いたしましたが、

いずれにしましても、来年4月から小学校が無

償化、国費投入による無償化になります。こ

れは3月に、今年度の本予算を通すために、自

民党が公明党と維新の会、3党合意ということ

で合意をすることで予算が通ったという背景

もあり、約束をしたことですから、これは確

実に実施されます。ただ、詳細については、

実はつい先週の話でも、まだ具体策は決まっ

ていませんということでした。やはり全国各

地で不安を訴えるところがたくさん出ており

ます。今、全国の1,700、1,800にちょっと足

りないぐらいの自治体で、いわゆる学校設置

者、それぞれの教育委員会さんが、どれぐら

い国費を出していただけるんだろうかという

ことが、先ほどの事件に対する情報が何も入

ってこないというお話がありましたが、同じ

で、文科省は全国の調査を終えておりますが、

具体的な数字をなかなか教えてくれません。

しかし、全国の平均値にならざるを得ないだ

ろうということぐらい分かっているんですけ

ど、当市は幸いなのか、恐らく文科省が把握

している全国平均を決して少しではない、大

幅に上回るだけの予算を、1食当たりの予算を

付けていただいている。美唄の子どもたちは

本当に恵まれていると思うところでございま

すが、そういう中で、何を基準に一人当たり

いくらっていうのが算定されるのか。ですか

ら、美唄あたりは場合によっては、現在使わ

れている一人当たりの予算を下回る金額しか

国費として出てこない可能性があるというこ

とでございます。それはとりもなおさず、子

どもたちに対する目の前に出てくる給食の量

が減る。あるいは、食材の質が落ちるという

本来の目的から逸脱する形に陥る懸念がある

わけです。さらに言うと、全国一律の学校給

食法という法律にのっとって運営されている

学校給食が全国で差が出る、ばらつきが出る

ということが、これは全国的な懸案事項とし

て、今想定されて、それにいかに対応するか

という状況になっているところでございます

が、当市の場合、冒頭申し上げましたとおり、

もう4年目、本当に僅かこの4年の間に、本来、

保護者が負担すべき、あるいは法律に規定さ

れている食材費を自主財源で賄っていただい

ている。年間の予算が6,000万円とか7,000万

円と言われるとても大きな予算を割いていた

だいているということがございます。その中

で、私が懸念をいたしますのは、ここまでせ

っかく積み重ねてきた、今申し上げた、もし

かしたら国から出てくるお金が今100円使っ

ているところ、90円しか出てこなかったとい

った場合に、そこに振り向ける財源は、当初

は十分持ち合わせていると考えておりますが、

もし、満たされる100円のところに100円ない

し105円が当たるだけの国費が投入された場

合に、助かった、全部肩代わりしてもらえた

ということで、実は今年の予算執行に係る段
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階で、やはり昨年度のふるさと納税の想定外

の減少等々を踏まえて、それらによる歳入欠

陥が生じてですね、随分ご苦労された部分が

あろうかと思われますが、良い財源ができた、

浮いたということで、他に転用されてしまう

リスクを当市においては懸念をいたしておる

ところであります。本来的には、私この2年間

にわたって同じ質問ばかりさせていただいて

いるわけですが、国から出た基本的なベース

の部分に対して、従前より持っている、自主

財源による予算を、それに上乗せする形で、

学校給食を本当に異次元の形に姿を変えさせ

ていただく絶好のチャンスだと。日本中から

視察が来るような、そして余裕のある自治体

は、恐らくまねをする自治体が出てくるとい

うことで、かつて2年前ですかね、永岡さんと

いう茨城県選出の女性の衆議院議員が文科大

臣を務めたことがありますが、彼女がよその

国の文化大臣に該当する方々から、日本のす

ばらしいのは学校給食だと。これが全国一律

に行き渡っている、こんなすばらしいことは

ないということを、今日も学校給食に対する

インドネシアの取組の番組が夜ＢＳでありま

すから、是非ご覧いただきたいと思いますが、

日本の給食は、来年から小学校、再来年から

中学校、要するに義務教育は全部無償化にな

るという状況なのですが、とにかく、当市が

全国から美唄市の学校給食を見学に、見せて

もらいに行こうと言われる給食に、この機に

乗じて、何とか利用して、ベースがある利を

うまいこと使って実現できないかというのが、

私の本当にかねてからの念願であり、美唄で

育つ子どもたちに対する本当に夢を与えてあ

げる、学校給食が楽しみだ、さらに言うと本

当に学校給食がなかったら、1日のカロリーを

摂取しきれないという子どもたちが存在する

ことも事実です。朝ご飯食べてこないで学校

に登校している子どもたちが多いことも事実

です。という中で、この財源を上手に使って

いきたいという希望がございます。そんなこ

とで、これまでも何遍質問をいたしましても、

文科省から具体的な指示が出るまでは、出て

から検討いたしますという極めて慎重なご答

弁を教育長からいただいていたところであり

ますが、まだまだ文科省から何も出ていない、

同じ状況に変わりはないと思いますが、ただ

いまるる申し上げた背景を踏まえていただい

てのご答弁をいただければありがたいと思い

ます。 

●市長桜井恒君(登壇) 工業用水道事業にお

ける今後の展望についてでありますが、美唄

市工業用水道事業は、昭和56年3月に東明工業

団地の5事業所へ供給を開始し、昭和60年から

は空知団地へ拡張を行い、令和6年度末現在で

は、12事業所で利用されています。工業用水

道は、長年にわたり本市の産業と地域経済を

支える重要なインフラとして、現在も市内企

業の事業活動に不可欠であり、雇用創出や地

域経済の発展に大きく貢献しているところで

あります。道内においても、次世代半導体プ

ロジェクトが進捗しており、関連企業の誘致

には、工業用水道を有していることがＰＲ活

動でのセールスポイントになります。一方で、

施設の老朽化が進み、大規模な改修の時期が

迫っていることから、改修に必要な事業費等

を明確にし、今後の工業用水道事業の継続に

ついて、あらゆる選択肢を視野に入れ、慎重

に検討を進めてまいります。 
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●教育長石塚信彦君(登壇) 小学校給食費無

償化の対応についてでありますが、国による

学校給食費の無償化は、令和8年度から小学校

の学校給食費を無償化とする方向性が示され

ており、その後、中学校にも拡充する計画で

あると認識しております。このような状況の

中、給食の食材費高騰は止まらない状況であ

り、国からの財源措置につきましては、本市

の学校給食の質を落とすことなく、さらなる

充実に大変有効な財源措置であると考えてお

ります。教育委員会といたしましては、今後

におきましても、より質の高い安全でおいし

い給食を提供することで、子どもたちの食育

や健康増進に寄与し、将来を担う人材育成に

もつなげていくことが期待されることから、

財源の活用につきましては、市長部局と前向

きに協議してまいります。 

●2番伊原潤司議員 再質問の提出をさせて

いただいておりませんが、ちょっとこういう

イレギュラーなことをすると、後からご注意

をいただくことになるかもしれませんが、私、

実は一般質問の質問提出に当たっては4点質

問を提出させていただいておりました。それ

ぞれの担当から質問の趣旨等々についてのお

尋ねがある中で、お話合いを続けておりまし

たけれど、一つは、公共事業の適正な推進に

ついてという大綱の1点目というか、もう一つ

は、同僚議員が今日もお2人質問されまして、

1日目と合わせると3人の方が取り上げられま

した、中心市街地活性化策についてでござい

ます。1点目については、市立病院が最終的に、

いったい総事業費はいくらかかったのかとい

うことについてのお尋ねを切り口にですね、

市政にとってはとても大きな事業になります

スキー場について、これも予算等々既に提示

をされていますけれど、それがまだ拙速な部

分がたくさんあるのではないかと。拙速とい

う部分で、市立病院とスキー場には共通項が

私には見えます。市立病院は、やはり竣工し

て間もない市立病院の壁に妙な白い筋がたく

さん出ています。こんなの自分の家を作るん

だったら恐らくクレームになるような事案だ

ねという話が出ております。「やっぱりちょっ

と急いだからね」という話があります。スキ

ー場についても加えたことで、理事者側と話

合いの中で、特別委員会設けられているもの

については、特別委員会でやるということで。 

●議長谷村知重君 私から、一言お話しさせ

ていただきます。 

 先ほど2点の質問通告をいただいておりま

して、それに対する答弁があったところであ

ります。その答弁に対する再質問ということ

で私は指名したつもりでありましたけども、

そういった観点からの質問をお願い申し上げ

ます。 

●2番伊原潤司議員 冒頭申し上げたとおり、

再質問はございませんということで、やはり

想定どおりご注意いただきましたのでやめま

すけれども、市のホームページに事務局から

順番、質問内容が出るんです。そこに私の質

問については、昨日まで4点質問出ていたんで

す。今朝見たら2点になって、答弁調整の中で

二つ取り下げましたので、それで正解なんで

すけれど、四つ見ていた市民もいるんですよ。

それについて今朝どうなっている、どういう

質問になるんだっていうＬＩＮＥがきたりし

ました。これはやはり、もしお許しをいただ

けるなら、他の同僚議員にも同じようなこと
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はあるのだろうと思われますが、それで、加

えさせていただいたところですが、ご注意を

いただきましたので、中心市街地についても

一言申し上げたかったのですが、申し訳あり

ませんご迷惑かけました。 

●議長谷村知重君 これをもって、本日の日

程は全部終了いたしました。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 大変ご苦労さまでした。 
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